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4.1.2 海外における実施把握の枠組み 

第 6 期基本計画において、EBPM をより適切に行うために必要となるロジックチャート

を設定するための調査を行う。 

(1) ガバナンス構造及び政策構造の比較（三極比較） 

各国・地域における実績把握の枠組み等の比較を行う前に、日米欧のガバナンス構造及び

政策階層の比較を行った。 
まず、ガバナンス構造を比較すると次の通りである。 

 
図 4-7 ガバナンス構造の比較 

（出典）未来工学研究所作成 
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政策階層を比較すると次の通りである。 

 

図 4-8 政策階層の比較 

（出典）未来工学研究所作成 
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(2) 評価システムの比較 

次図は、評価システムの比較を行ったものである。 

 
図 4-9 評価システムの比較 

（出典）未来工学研究所作成 
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